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序

粘り塚古墳の調査が完了した。調査に当った中島勝国主任調査員

を中心に，亀谷泰隆・続木正両調査貝，または，発掘調査に協力さ

れた地元の方々に深謝する次第である。

羽崎・瀬田両地区のいわば背にあたる丘陵の一支脈の頂上に位置

していた当古墳が，今臥　人口急増に伴なう「可児町第7次上水道

拡張事業」の配水貯水槽の建設地に決定し，町内での位置・標高等

から当地点より他の代替地がなく，止むなく発掘調査をし記録保有

することとなり，発掘調査を実施したが，既に古墳は自然的崩壊を

していたようであるが，発掘調査と同時にされた当古墳と同一洞地

域の分布調査をし，数多くの古墳が存在していることが確認された

ことは幸いである。

昭和52年3月

可児町教育委員会

教育　長　金　子　栄五郎
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例一一一 目ゝ

1．本報告書は，岐阜県可児郡可児町羽崎，広見潮注目こ所在する粘り塚古墳についてのもので

ある。

2．本古墳の発掘調査は，昭和52年3月1日より同年3月30日にわたって行なわれた。

3．発掘調査の主体は，可児町教育委員会であり，本調査の担当は，中島勝国・亀谷泰隆があ

たった。



1．粘り塚古墳の位置

御岳に源を発した木曽川は，木曽谷を刻み美濃高原を西流して加茂郡八百津別付近より，美

濃加茂盆地に入る。ここで飛騨川と合流し，数段の河岸段丘を形成して濃尾平野へと流れるの

てある。この美濃加茂盆地は，中小河川の発達が着るしく，当盆地の南半分にあたる可児田Jに

於ても，可児川・横市川・久々利川をはじめ数本の川が細長い洞を開析して木曽川に注いでい

る。その可児川と久々利川の開析谷に狭まれた西に細く延びた丘陵の山頂の一つに粘り塚古墳

は存在する，すなわち，瀬田・羽崎地区との境の丘陵山頂に位置するわけであり，美濃加茂盆

地をすべて見わたすことができ，標高は181．6mである。

洞を隔てて，東北方向には昭和51年発掘調査された神崎山古墳（註1）が存在し，西方約1．

5kmの丘陵西端には，身隠山古墳群（白山・御嵩古墳）があるが，周辺の遺跡については後に

詳しく触れることにする。発掘区域は可児町羽崎，広見瀬田字巣元並びに東栄寺洞である。

挿図l　粘り塚古墳付近の地形図

〔本番に掲載した地図は建設省国土地理院長の承認を得て同院発行の5万分の1地形図を複製したもの

である。（承認番号　昭52部複，第182号）〕
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2．調査にいたる迄のいきさつと調査経過

粘り塚古墳の位置する丘陵は，古くから多くの古墳が存在するところとして知られ，当古墳

も粘り塚・花塚あるいは狐塚と呼ばれていた。昭和51年3月「岐阜県遺跡地図」が刊行される

にあたり，精力的な分布調査が行なわれ－一応の成果をみ，当古墳も周知の遺跡として公にされ

たのである。（遺跡番号G34－KO4774）

昭和50年6月，可児町は最近の人口急増に対し，「可児町第7次上水道拡張事業長山配水池

建設事業」を発表した。町教育委員会は，配水池建設予定地に粘り塚古墳が含まれることを知

り，各方面との協議を行なったか，結局，適当な代替地が見当らず，昭和52年2月1日発掘調

査実施を決定したのである。決定を受け同年2月25日発掘調査打ち合せを行ない，3月1日よ

り現場作業を開始した。

草木伐採の後，墳丘測量を行ない，A・B・C・Dの一辺4mのグリットを墳頂部に設定。

さらに周満追求のため，巾1mのトレンチを4本設けた。土層観察用に基準線より5恥mづつの

アゼを残してA・C地区を掘り始めたが，厚さ3恥m前後の固い砂礫層が墳頂付近にみられ，除

去するのに苦労した。同じくB・Dグリット，ACトレンチも10cmつつ掘り下げにかかり，C

グりットで表面より5cm下部のところから徳利の破片を検出した。次いてBDトレンチ，AB

トレンチの掘り下げを開始，各グリットと平行して作業を行なった。しかし地表より約80cmお

としても遺構らしきものは検出されず，BDトレンチでは，40cm程度で基盤である凝灰岩に達

することが判明した。土層観察などから自然堆積の可能性が強まり，奥谷一勝委眉に釆跡いた

だき観察してもらった結果，自然による堆積で侵食により墳丘状に山頂がなったものだと断定

した。発掘すなわち遺跡破壊であるとの考えから，憤重を期すため，さらに調査を続行，約

100cm掘り下げたところで，各グリットをさらに1mのます目に区切り，4分の1を残して土層

観察アゼ沿いの4分の3を基盤である凝灰岩層まで掘り下げることにした。まず各トレンチを

凝灰岩層まで掘り下げ断面図を作成，並行してグリットの掘り下げを行ない完了を待って断面

図を作成した。再び念のため，3月20日，地質学的な土層観察を愛知教育大学の吉田新二教授，

大垣第一女子高校奥村潔教軌　蘇南中学校川合康司教諭，広見小学校岩田将之教諭にしていた

だき，その後，アゼの取りはずしを行ない，断面図を完成させた後，3月25日，埋め戻し作業

を行ない現場ての作業を終了した。
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3．墳丘の状態と出土品

発掘調査地域は，瀬田・羽崎両地域の境をなす丘陵山頂に位置する。発掘調進以前の景観は

南斜面に樹木が茂り、墳丘頂部を南東から北西方向に尾根道が抜け，北斜面は「はけ山」の状

態を示していたD墳頂は標高181・6mを測り，径5～1恥mのチャートの丸石が見られ，標高約

179．5mの西北麓には凝灰岩の露頭が認められた。

土層堆積状態は，墳頂より土岐砂礫層・爽炭層・凝灰岩層の順序て，東西方向は，ほぼ水平

南北方向は，わずかに南に傾斜して堆稗していた。各層は色調・含有礫の大きさなとにより細

分されたので，表1に示しておいた。礫が風化した土岐砂礫層は非常に粘性かあり．またⅠⅠト

4層，ⅠⅠト5層にはチャートの風化していない石も3個ほと含まれていた。

挿図2　粘り塚古墳地形実測図
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層　名 剩�@　　　　　　　　考 

土 岐 砂 礫 層 �B�礫は風化していない。5－10cm程度のチャートの丸石を含み，黄褐色を呈す。 

1Ⅰ－1 �$�/�晴+Xｭﾈ-��(8ﾈ984ｹ�h/�,�+x�"�

Ⅰ1－2 �$�/�-�,h/�,xｭﾈ-ﾈ,�*(�(囗ｨﾉ�h/�,�+x�"�

111－1 �$�,ﾙYx嶌+X,H*(.��)�9�ﾉ4�,俾�.ｸ,�-ｨ*ﾘ�8ﾜY�S&6ﾙ/i7�,ﾎ$�/�ｭﾈ-��"�

1ⅠⅠ一2 ����������晴+Y�Ij�/���-��8ﾜY�S&6ﾙ/i7�,ﾎ$�/�ｭﾈ-��"�

ⅠⅠⅠ一3 �����������Hｨﾉ�h/�.h+X�86�986��8,��ﾙ��+x.��.$�&6ﾙ/i7��"�

111－4 ����������晴+Y�Ij�/���-�.��(ﾜY�S�6ﾙ/i7�,ﾈ抦+8,�$亊ﾉtﾈ�"�

ItI－5 ������������uHuH璽8,i:�+h.�,ﾂ�

111【6 ����������囗ｨﾉ�h/���-�.��#X��f6ﾙ/i7�,ﾎ$亊ﾉtﾈ�"�

11Ⅰ－7 ��Hｨﾉ�h/�,�+x�)5���,i�X*ｸ,�$�/�ｭﾉtﾈ�8ﾜY�S�ﾙ��8�"�

Ⅰ11－8 ����������%�/�晴+Xｭﾈ-ﾘ�9�9�ﾈ,俛Yj�/���-�.��.$佝�(�ﾃV6ﾙ��8�"�

爽 炭 層 �r�〝　　　　褐色をなし，炭を含む。1cm程度の礫を含む。 

Ⅴ－1 丶I�h/���-�+ﾙ�Hｨﾉ�h,X�8ﾏｨ+3���&6ﾙ/i7�,ﾉ%��x��x�ｨ,仆(-ﾈ.ｨ,H*(.��"�

凝 璽 石 ���ﾃ(���凝灰岩の風化したもので，薄茶色を呈す。 

Ⅴ－3 仂8､Hｮ)�x,XｷY|ｸ,ﾈｮ)MX,h,�.��(齷�(,ﾉ<ｨ勣*ｨﾊ�.x.ｨ.��"�

Ⅵ �$�/�晴+Xｭﾈ-ﾘ�8囮�h/���-�.��(7�5H,(*ｸ�8�9YH.h.�,ﾉzﾈ.ｨﾙ�-ﾘ,hﾖﾈ*h.x.ｨ.��"�

Ⅶ �乖ﾉ�i7��x�9%几���晴+Xｭﾉtﾈ�"�

Ⅷ ���ﾃ(,i:�+h.�,ﾂ�

Ⅸ ��Ij�/���-�+ﾘｨﾉ�i7��r�

〔出土品）　図版2

Cグリットの表面より5cm程掘下ったところから，4cmX35cmで厚み0．5cmほどの貧乏徳利

の小破片を検出した。胎土は，白っぽくわずかではあるが小粒（最大約3mmX1．5mm，最小は

径0．3mm程）の石が見られる。裏面には成形の際のロタロ挽き跡がみられる。表・裏面ともに

灰粕が施和してあり，表面には文字が書かれているが，一字の一部分なので何という文字かは

不明である。
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挿図3　墳丘断面図



4．周辺の古墳分布

今回調査した粘り塚古墳の存在する丘陵には，多くの古墳が存在することはすでに述へた。

ここでは，それらの古墳のうちて，特に丘陵の南斜面，羽崎地区に分布する古墳について簡単

に触れることにする。

粘り塚古墳の位置する丘陵は，東西に幾つかの支丘に分けることがてきるが，今回分布調査

を行なったのは当古墳の南に開析する洞を挟む二つの支丘にかけての地域である。分布図で見

るように，この洞は「Y」の字形に南に開いており，山寺上池・山寺下地・大桐池の溜池があ

る。標高170m前後を示す当丘陵は，前述のように凝灰岩を基盤とし，その上に土岐砂礫層が

堆積したもので，標高120m～150mにかける裾部は浸食を受け凝灰岩の露頭となっている。現

在までに確認された36基の古墳は，マウンドを持つ古墳18基と，横穴墓18基に大別することが

出来るが，その分布は凝灰岩露頭地帯には横穴墓のみが存在し，その上下，すなわち標高150

m～170m，標高100m～120mの二つのレヘルにはマウンドを持つ古墳か存在し，はっきりと，

古墳の種類により築造地が区別されていたと見ることができる。この区別は古墳築造に関する

立地的なものと単純に理解もされるが，両古墳の性格上の違いも含め，今後の問題として行き

たい。周辺地域の柿下横穴墓群・皿屋敷横穴墓群等の詳細なる分布調査と，古墳個々の年代の

追求が行なわれれば，問題解明の糸口をつかむことはできると思われる。

以下l　各古墳の説明を行なうが，横穴墓はかなり以前より開口していたらしく，第二次世界

大戦中の防空壕としての改造や，農家の倉庫として種々な変形を受け，形態や規模は不明確で

ある。なお，古墳番号は，分布図と統一とする。

表2　周辺古墳一覧表（形状の項の円＝円墳，横＝横穴墓）

No． 冖ﾈ������形状 亢ｹlﾘ�木�｢�通有状態 儖X����������ﾖﾂ�

1 ��円 �+ﾈﾆ����消滅 ��

2 ��円 �+ﾈﾆ����消滅 佰仂ｨ�7��"�

3 ����ﾞ���?ｨ��ｶr�円 �+ﾈﾆ����半壊 �8ﾉ>ﾉ_ｸﾏﾈ,��齏ｨ*ｨ､ｨﾏｸ+X�9�齏ｨ,ﾘｼ8､Hｮ(,ﾉ��.���/��

積んでいる。羨道と玄室の区別は明確でなく，長さ 

3．6m・巾1．3mで天井石は既にないが，高さ1．6mの 

規模を有す。石室床面は，直径10cm程の礫が敷詰め 

られ，凝灰岩製の小形家形石棺が置かれていた。尚， 

当石棺は，町郷土歴史館に移され現在展示されている。 
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No． 冖ﾈ������形状 亢ｹlﾘ�木�｢�追存状態 儖X����������ﾖﾂ�

4 �?ｨｶy���8ﾂ�7 ����全壊 �6ﾕ�&ﾘ,ﾈﾘ(-ﾈ.��8ｼ8､Hｮ(,ﾉ�(.�,(*��隲ｸ,ﾈ-ﾘ�)�b�

5 ��円 �+ﾈﾆ�#��消滅 冖韭�#ID隍ｨﾚH,�.h.蔭�lX�9�齏ｨ,ﾉ�鞏�*ｩ�隘�,h+X,B�

遺存 

6 ��円 �+ﾈﾆ��(�CR�良好 ��

7 ��円 �+ﾈﾆ�r�半壊 �>ﾉKﾉZｨ*ｩ7偃h.�,�.h.萎ﾘ.x.ｨ,H*(.��"�

8 ��円 �+ﾈﾆ�R�良好 ��､蹂�C��-ﾈ,X�8-��H��:�+hｴｹlﾘ,X�36ﾙ/h,ﾈｭHｧX,X耳耳爾�

9 ��円 �+ﾈﾆ�B�良好 ��,兔�/�,X*(.��(ﾌ9Zﾘ*儁ｸ*亰駭(,瑛ｨ.�*�.�*ｨ耳�X吮�

10 ��円 �+ﾈﾆ�B�良好 佝hﾝｨ�"�

11 ��円 �+ﾈﾆ�B�良好 

12 ��Y;II(�),ｲ�円 �+ﾈﾆ�#��半壊 �>ﾈ,丶ｨﾏｸ+x.��齏ｨ�9�y7��9YIzﾈ�+Y�齏ｩ���"�

13 倬ｸ��;C�ﾘb�円 �+ﾈﾆ����半壊 �>ﾈ,丶ｨﾏｸ+x.��齏ｨ�"�

14 倬ｸ��;H��(��ﾘb�円 �+ﾈﾆ���半壊 ��齏ｨ,ﾈﾏﾈ*ｹW9k�,�.�.��齏ｩ���"�

15 ��円 �+ﾈﾆ��R�半壊 ���ｸﾎ8鈴Zﾘ,h.�輊.ﾘ.ｨ.��)�齏ｩ>ﾈﾏﾈ*ｸ,丶ｨﾏｸ+Y�齏｢�

露出。 

16 ��円 �+ﾈﾆ�#��半壊 侏ｸﾝﾘ�8ﾎHｧ����*ｨ詆,�,H*�.��)���H,ﾉ�韃Yy��"�

17 ����ﾞ���(h��;B�横 ��Xｴｹlﾒ�良好 �*ﾉ>�,��hﾝﾘ+x.��ﾈｩ^h,ﾈ*H+�,XﾜY�Xｴｹlﾘ,ﾈ.�,ﾈ,X*��

る。平面方形に近い玄室を有し，長い羨道がある。 

玄室内には，作りつけの石棺がある。その石棺をと 

り囲むように同じく作りつけの棚が両壁に存在する。 

玄室の長さ4．7m・巾4m程で，羨道の長さは10．6 

m・巾2m前後。 

18 �萎��ﾈ｣��構 傅ﾈｴｹlﾒ�痕跡 侏ｨ��Y+x+38�CFﾘ�Xｽ�8�C�ﾘ�95h皐,�*ﾙJ�,h+X,Hﾖｸﾞﾉ(b�

19 �萎��ﾈ｣"�横 傅ﾈｴｹlﾒ�半壊 侏ｨ��Y+x+38�C&ﾘ���Xｽ�(�CFﾘ�8ﾎ9�(,ﾈ淤�(*ｩDh-�.x.ｨ.��

20 �萎��ﾈ｣2�横 傅ﾈｴｹlﾒ�半壊 侏ｨ��Y+x+3H�C&ﾘ�Xｽ�8�CVﾘ�95h鯖x�+�ﾉZｩhIgh�"�

21 �萎��ﾈ｣B�横 傅ﾈｴｹlﾒ�半壊 侏ｨ��Y+x+3��C��Xｽ�(�CVﾘ�Xﾘ(+3��C��8ﾎ9�(,ﾈ淤�"�

22 �萎��ﾈ｣R�横 傅ﾈｴｹlﾒ�半壊 侏ｨ��Y+x+3��Cfﾘ�Xｽ�(�C6ﾘ�Xﾘ(+3��C6ﾘ�8ﾎ9�(,ﾈ淤�"�

23 �(h匣*ｩ_C��横 傅ﾈｴｹlﾒ�半壊 侏ｨ��Y+x+3(�Cfﾘ�Xｽ�(�CVﾘ�Xﾘ(+3��C&ﾘ�8ﾎ9�(,ﾈ淤�"�

24 �(h匣*ｩ_H��"�横 傅ﾈｴｹlﾒ�半壊 侏ｨ��Y+x+3(�CFﾘ�Xｽ�(�C&ﾘ�Xﾘ(+3��C�ﾘ�8ﾎ9�(,ﾈ淤�"�

25 �(h匣*ｩ_C2�横 傅ﾈｴｹlﾒ�半壊 侏ｨ��Y+x+3(�Cfﾘ�Xｽ�(�CFﾘ�Xﾘ(+3��CVﾘ�8ﾎ9�(,ﾈ淤�"�

26 �(h匣*ｩ_CB�横 傅ﾈｴｹlﾒ�半壊 侏ｨ��Y+x+3&ﾘ�Xｽ�(�CVﾘ�Xﾘ(+3��C&ﾘ�8ﾎ9�(,ﾈ淤�"�

27 �(h匣*ｩ_CR�構 傅ﾈｴｹlﾒ�半壊 侏ｨ��Y+x+3(�C�ｽ�(�CFﾘ�Xﾘ(+3��Cvﾘ�95h鯖x陋｢�

28 �萎亥(魑�ﾘb�横 傅ﾈｴｹlﾒ�半壊 侏ｨ��Y+x+3H�CVﾘ�Xｽ�8�C&ﾘ�Xﾘ(+3&ﾘ�8ﾎ9�(,ﾈ淤�"�
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No． 冖ﾈ������形状 亢ｹlﾘ�几ﾂ�通有状態 儖X����������ﾖﾂ�

29 �萎亥(魑(ﾘb�横 傅ﾈｴｹlﾒ�半壊 侏ｨ��Y+x+38�CVﾘ�Xｽ�(�C&ﾘ�Xﾘ(+3&ﾘ�8ﾎ9�(,ﾈ淤�"�

30 �萎亥(魑8ﾘb�横 傅ﾈｴｹlﾒ�半壊 侏ｨ��Y+x+3(�Cfﾘ�Xｽ�&ﾘ�Xﾘ(+3��C6ﾘ�8ﾎ9�(,ﾈ淤�"�

31 �萎亥(魑Hﾘb�構 傅ﾈｴｹlﾒ�半壊 侏ｨ��Y+x+3Vﾘ�Xｽ�&ﾘ�Xﾘ(+3&ﾘ�8ﾎ9�(,ﾈ淤�"�

32 �萎亥(魑Xﾘb�横 傅ﾈｴｹlﾒ�半壊 侏ｨ��Y+x+3��C&ﾘ�Xｽ��ﾘ�Xﾘ(+3�ﾘ�8ﾎ9�(,ﾈ淤�"�

33 ��横 傅ﾈｴｹlﾒ�半壊 侏ｨ��Y+x+38�C&ﾘ�Xｽ�&ﾘ�Xﾘ(+3��C��8ﾎ9�(,ﾈ淤�"�

34 ��横 傅ﾈｴｹlﾒ�半壊 侏ｨ��Y+x+38�CFﾘ�Xｽ���C��Xﾘ(+3&ﾘ�8ﾎ9�(,ﾈ淤�"�

35 �萎�(i;H��ﾈ｢�横 傅ﾈｴｹlﾒ�半壊 侏ｨ��Y+x+3Vﾘ�Xｽ�8�CVﾘ�Xﾘ(+3��C��8ﾎ9�(,ﾈ淤�"�

挿図4　周辺の古墳分布図
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5．結　　　語

先述のように当古墳は，山頂に位置し自然的風化作用を強く受け，樹木も成宙していなかっ

た。従って調査以前に既に墳丘をはじめ古墳をとどめる一　切のものが流出してしまっていたの

か，人為的なものは，出土品で述べた徳利の小破片1点のみであって，当古墳そのものの考古

学的追求をすることは不可能であった。

しかし，当古墳の存在する丘陵周辺の古墳分布調査により，高塚古墳と横穴墓の築造地が凝

灰岩の露頭状況や標高差による違いがあることが判明したことは，今後，当地城の古卿汗光の

一つの手かかりを得たことになる。

。上　（1）中島勝国「可児町神崎山古墳発掘調査報告誹」197611
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図版1

粘り塚古墳遠景■・一一北側から望む

粘り塚古墳近景

粘り塚古墳近景　－東より望む－



図版2

二三享三三三≦
穣一’！

墳　丘　断　面　－D・Bグリ

墳丘断面　－Aダリット　【



図版3

日吉古墳石室

白山塚古墳



図版4

羽崎中洞横穴墓玄室（中央は作りつけ石棺）

No34　　横　穴　墓
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